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	バージョンアップマニュアル
	1 バージョンアップマニュアル
	2 Ver.6→Ver.7について
	2.1 追加機能一覧
	2.1.1 2コマ目以降の画像を1コマ拡大表示するときに、プリント確認のお知らせを表示し ないよう
	2.1.2 アルバムプリントで、画像はめ込み領域が１つのテンプレートを使用する場合、 「ジャッジ画
	2.1.3 プリント枚数が最大9,999枚まで設定できるようになりました。
	2.1.4 リフレッシュレートの初期化(75Hz)をするかどうか選択できるようになりました。
	2.1.5 ネットオーダーモードを使用して受け付けた画像に対して、自動補正を行えるよに 設定できる




